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Ⓒかなの家さのきみこ 

 12月からかなの家に仲間入りした田中幸子さん。 

 現在はかなのすまいでみんなと一緒に暮らし、 

 まどい作業所にも元気よく通ってきています。 

   

  幸子さんは自分で話すことが苦手なので様子をメンバーに聞いてみました。 
 
・慣れてきたんじゃない？仕事はよくやってるし、すごいね。      （大沢） 

・前向きな性格だと思う。積極的だし、笑顔がとても魅力的。 

 まわりを明るくしてくれて良いなあと思う              （今林） 

・肩をぽんと触ってくる、うれしい。                 （江川） 

・親切だなあ・・・、お茶も用意してくれたり、席を勧めてくれたり、 

 いい人じゃないかなあ                       （青野） 

     ・人の面倒をよく見るな。自分のことよりも、人のために尽くそうって 

             言う思いがあるんじゃないか？自分より人間ができてるな。                 （渡辺） 

  

～かなの新しい仲間 田中幸子さん～ 
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  今やすっかり「かなの家の住人」の幸子さん。その笑顔にどうぞみなさんも会いに来てくださいね！ 

 

  
 
３月１１日の東日本大地震により多くの方が亡くなられ、いまだに行方不明の方々がい
らっしゃいます。また、たくさんの方が被災され、不安な時をすごしておられることに、

メンバー一同非常に心を痛めています。 
 謹んでお見舞い申し上げると同時に、心からお祈り申し上げます。                                

                    ラルシュかなの家・コミュニティリーダー 西田 正志 
 

 国際ラルシュ連盟に所属する各国のコミュニティのメンバーから、被災者の方々のことをとても

心配し祈ってくれているというお見舞いの言葉がたくさん届いています。 

 かなの家はみんな無事で、いつもと同じ仕事と暮らしを続けています。もし、テレビや新聞、イ

ンターネットの情報を見なければ何事もなかったかのようです。しかし、静岡から600Ｋｍ離れたと

ころに、確かに多くの方々の苦しみ、悲しみ、困難があります。 日本という一つの体の一部がダ

メージを受け、放射能汚染というガンが広がりつつあります。これは、他人事ではなく私自身のこ

ととして受け止めたいと思います。 

 多くの皆さんがすでに支援の輪に加わっておられることでしょう。かなの家でも、自分の生活を

見直すことも含めて、復興の支援に参加したいと思います。 
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 弱い状態にあるとき、立派な言葉や行動は必要では合りません。 

そうではなく、 

そばに来て手を握り「あなたと一緒に居るのは嬉しい」 

と言ってくれる人が居てくれることこそ必要なのです。 

ジャン・バニエ 著 

佐藤 仁彦 訳 

―ジャン・バニエのことば 『あなたは輝いている』ｐ．69 10-11 

              「ひとつになる親しい交わり」と弱さ  よりー 

（私にも「一緒に居るのが嬉しい」と言ってくれる人がかなの家にいてくれて、毎日うれしく過ごしています。ー今林 良） 

新人の紹介 
 はじめまして。1月から「かなの家」に参加している  

 新人アシスタントの渡辺久雄です。 

 

 ここで、仲間のみなさんと先輩アシスタントと元気よ

く活動しています。静岡県の緊急雇用に応募してきました。1年契約で、その

間にヘルパー2級の資格を取らなければなりません。少しでも不自由な人の手

助けができたらいいなと思い、日々努力していきたいと考えています。 

 

 私の趣味は川釣りです。いつも近くの巴川でフナやハヤを釣っています。スト

レスの解消になり、元気が出てきます。仲間の皆さんともご一緒できたらいいで

すね。ハイキングも好きで周辺の山や丘などに出かけています。 

 私のモットーは「一日一善」です。これからも楽しく元気にがんばりますの

で、皆さんのご協力や助言をお願いし

ます。 
（仕事のアシスタント 渡辺 久雄） 

 

一泊旅行  －ベストショット 2.9～2.10－ 
 
 
１小雨、7時前、「遅刻しないようタクシーで来たんだ」 

２大型バスの停車場所の確認は僕の仕事。 

３トイレ休憩 君はどっちレイディとジェントルマン。  

４「私は誰？」クイズ盛り上がったっけ？  

５絶叫マシンのハシゴ・・つぎつぎ乗り込む見かけによらない君 

６「私は降りたくないの」メリーゴーランドのお馬も困り顔。 

７ママさんコーラス、カラオケ合唱団「ふるさと」は遠くに。 

８年に一度、背中流し合って思いっきり手足のばして露天風呂。 

９夜のイルミネーション「道に迷わないで」周囲は幻想的、 

 私は現実的。 

10旅館の夜は長い・・願いはひとつ｢早く寝ようよ｣  

11イルカのショウは「名古屋が一番だがや」幼い頃の思い出も。 

12旅先で友人に出会う「ふれんどオブ ラルシュ」。 

13お金貯めて来年も行きたい・・そう人生は旅だから。 

       

 

 

 

 

春（は名のみ）の長島スパーランドと名古屋港水族館一泊旅行でした。 

（仕事のアシスタント 林孝一） 
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だいちの恵みせっけんシリーズの紹介 
 

     かなの家では、月に1回のペースで固形せっけんを作っています。 

 

2階の大釜に石鹸チップを入れ、それをボイラー熱で溶かします。 

 

苛性ソーダを加え、濃度を適量にします。ボイラーを切り、 

せっけん分とアルカリ廃液と分かれていくのを待ちます。 

 

① このせっけん分を仲間の実さんや青野さんが汲んでバケツに入れ、 

  滑車でおろします。 

  

② 同じく、小川さんや石割さんがミキサーに流し込みます。        

 

③ そのミキサーに、ラベンダー石鹸を作るならラベンダーの粉末(※１) 

  緑茶せっけんならば緑茶の粉末を入れ、オリーブオイルを加え、 

     よくかき混ぜます。 

        

④ それを型に流し込み、棒でかき混ぜ、気泡をよく抜きます。 

 

(※１)乾燥した花を、製粉器で細かく砕いたもの。これも仲間の作業です。 

 

 

朝、昨日型に流し込んだせっけんが固まっています。 

 

① 型を抜き、その大きな塊を3箇所で流れるように、 

  ピアノ線を用いた道具を使って切っていきます。 

  ⅰ．最初の部分を切る人たちはとても力が要ります。 

  ⅱ．2番目に切るのは主に滝浪さんです。 

    3年目に入り、最近は慣れてきて上手に切ってくれます。 

  ⅲ．3番目に切って、約7×５センチの、私たちがよく見る、 

    かなの家固形せっけんの出来上がりです。        

 

② それを約1週間干し、水分をよくふき取って、作業所へ運び、袋詰めを   

  し、出荷します。 

 

 

 

 新しい石鹸「カモミールせっけん」を作ってみました。 

カモミールの花を粉にして練りこみました。モニターの方たちからは、「良かったよ」

という評価を頂いています。皆様もどうぞ使ってみてください。 

 

 せっけんの売り上げは、仲間の工賃と直結しています。たくさん売れれば、それだけ

工賃に還元することが出来ます。 

（仕事のアシスタント 横井 圭介 ） 

固形せっけんを作るワニ～! の巻 

1日目 

２日目 

3日目 

ラベンダー ア ロ エ 

よ も ぎ 

緑  茶 

赤米こぬか  

パチパチ ！（拍手） 

新しいせっけん 「カモミールせっけん」期間限定版 の せんでん デス。 
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せっけんを買ってくださっているお1人お1人に、本当に支えられています 

仲間にとって、自分たちが作った石鹸を使ってくださるということは大きな励みになります。 

本当にありがとうございます。そして･･･お願いです。 

1人でも多くの方に宣伝などしてくだされば、これほど有難いことはないと思っています。 

どうぞこれからもかなの石鹸の変わらぬご愛用をお願いします。 

３ 
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かなの家ブログをぜひご覧ください。 

 

 

 世界中に広がった沢山のラルシュコミュニティー。かなの家もそうしたラ

ルシュの家族の一員ですが、国際ラルシュでは各コミュニティーがラルシュ

についてどんな風に感じ、どのようにラルシュにつながっているのか一人一

人のメンバーの思いを聞きたいと考えて、「コミットメント（責任を持って

関わること）と所属」という3年がかりの取り組みを始めました。 

 

 「コミットメント？」「しょぞく？」と仲間もアシスタントも正直とまど

いながらの取り組みとなり、「う～ん、むずかしいなあ」となんとなく腰の

重い気配漂う印象もぬぐいえなかったのですが．．．各グループに分かれて

それぞれの思いや経験を分かち合い、「でも、これが私たちの現実だよね」

と開き直って．．．何とか第2ステージを終えるこ

とができました。 

 

ここまでやってきて感想は、 

「みんな一人一人違っている。だからお互いが必要なんだね」というところで

しょうか。 

（家庭のアシスタント 中野里晃祐） 

 

～コミットメントと所属の取り組み～ 

紙漉き作業の紹介 

     新しい紙すきの機械がきました。 
 
 昨年の11月中旬、財団法人松翁会から新しい紙すきの機械を助成をしていただきまし 

た。今までは仲間が手で紙をすいていたので手作り感はあったのですが、紙の厚さにばら 

つきがあったり、均等にすくには難しさがありました。でも、この機械で紙をすくと、手 

作り感も出て、紙の厚さも均等になり、Ａ３版の紙も漉けます。 

  

  今は仲間と一緒に、機械操作を覚えるのに奮闘中。 

 皆さんに喜んでもらえるような商品を、仲間のみんな 

 と一緒に作っていきたいと思っています。 

   

  よろしくお願いいたします。 

 

（仕事のアシスタント 大石 扶美子） 

仲間の内には豊かな深みがある  

それを言葉や、仕事で表す事は難し   

く、外から知ることも難しい  

「絵を楽しむ」ことはこの「難し」   

という壁を越え、仲間と周りの人々  

とのつながりを助けているようだ  

田野 雄太 

さらし布にサインペン 

（部分） 
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